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、
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上
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に
、
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の
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を
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ス
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、
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図
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、
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、
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６
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萩
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６
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り
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、
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世
代
へ
の
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「市民が主役の市政、

　　元気で活力あるまち」の実現

重点事業 ３つの政策の柱による取り組み

公債費 14億3,483万円 11.7%
国や金融機関からの借入金（市債）返済の費用

市税
37億6,068万円 30.7%
市民税や固定資産税など

繰入金 3億9,710万円 3.2%
基金の取り崩し

使用料・手数料 2億7,939万円 2.3%
公共施設使用料や証明交付手数料

諸収入 2億7,273万円 2.2%
貸付金の元利収入など

繰越金 2億円 1.6%
前年度からの繰越金

分担金・負担金 4,814万円 0.4%
保育料など

財産収入など 2,426万円 0.2%
市有地貸付金など

地方交付税 28億1,817万円 23.0%
市町村が等しく行政サービスを提供できるよう
一定の基準で国から交付されるもの

国庫支出金 18億3,311万円 14.9%
国からの補助金など

市債 9億2,500万円 7.5%
建設事業などを行うための国や金融機関からの借入金

地方譲与税、交付金 8億9,643万円 7.3%
国が徴収した税金などからの分配金など

県支出金 8億1,699万円 6.7%
県からの補助金など

消防費 7億3,024万円 6.0%
消防・救急活動、防災対策などの費用

農林水産業費 3億8,575万円 3.1%
農業林業振興などの費用

商工費 1億7,518万円 1.4%
商工業・観光振興などの費用

議会費 1億6,454万円 1.3%
議会運営のための費用

災害復旧費 2,260万円 0.2%
災害に伴う施設復旧などの費用

予備費 3,000万円 0.2%

民生費
44億2,723万円
36.1%
高齢者、障害者、児童の
福祉などの費用

依存
財

源
　

　
 自

主

財源

歳
出

歳
入

予算
総額

一般会計 122億7,200万円
（前年度比　4億7,100万円減　3.7％減）

市の基礎的な行政サービスを行う
ための会計。市税や地方交付税など
を主な財源とし、市の会計の中心と
なるものです。

※金額などは、表示単位未満を四捨五入しています。

平成26年4月からの消費税増税に係る地方消費税交付金の3億4,951万円は、福祉、保険、医療などの社会保障事業費に充てられています。
また、都市計画税の2億8,220万円は、都市計画道路、下水道事業、公園整備などの都市計画事業費に充てられています（詳しくは、市ホームページをご覧ください）。

歳出の性質別内訳
区  分 金  額（構成比） 主な支出内容

人件費

扶助費

公債費

投資的経費

27億8,567万円（22.7%）

26億   596万円（21.2%）

14億3,483万円（11.7%）

  7億6,360万円（  6.2%）

職員の給料や手当

生活保護費や児童手当などの社会保障費

市債（借金）の元利償還金

道路・公共施設の建設事業費

区  分 金  額（構成比） 主な支出内容

物件費

補助費など

繰出金

その他

20億8,863万円（17.0%）

  7億2,896万円（  5.9%）

15億1,438万円（12.4%）

  3億4,997万円（  2.9%）

光熱水費、消耗品、備品、委託料

個人や団体に対する助成金や負担金

特別会計に対して支出するお金

特別会計 59億7,040万円（0.9％減）
特定の事業を行うため、特定の収入・支出をもって行う会計。一般会計
とは経理を別にしており、市では４つの特別会計を設けています。

国民健康保険事業特別会計
国民健康保険制度の運営に
関する会計

27億100万円
（前年度比4.8％減）

保険医療課
☎23-2117

介護保険事業特別会計
・保険事業勘定

介護保険制度の運営に
関する会計

・介護サービス事業勘定
予防給付のサービス計画作成
に関する会計

28億2,510万円
（前年度比0.8％増）

高齢福祉課
☎22-0080

後期高齢者医療事業特別会計
後期高齢者医療制度の運営に
関する会計

4億3,700万円
（前年度比17.2％増）

保険医療課
☎23-2117

企業会計 13億1,691万円（3.9％増）
事業の収益によって運営経費を賄う会計。地方公共団体が経営する企
業は地方公営企業とされ、市では２つの企業会計を設けています。

水道事業
一般家庭などに水道水を
供給するための事業

10億8,298万円
（前年度比8.7％増）

水道課
☎22-3642

工業用水道事業
事業所に工業用水を
供給するための事業

2億3,393万円
（前年度比13.7％減）

水道課
☎22-3642

霊園事業特別会計
・秋山菖蒲霊園事業勘定

秋山菖蒲霊園を管理する会計
・高萩霊園事業勘定

高萩霊園を管理する会計

730万円
（前年度比14.1％減）

環境衛生課
☎23-7031

令
和
３
年
度

当
初
予
算■問合せ　財政課　☎23-2113

1 誘致事業
【主な事業】
〇観光プロモーション事業（258万円）
　ＳＮＳを活用した情報発信や観光資源の魅力創出など、積極的な
観光プロモーション活動を展開します。

〇フィルムコミッション推進事業
　（150万円）
　映画撮影などの誘致ほか、地域経済
の活性化を目的に撮影支援を行う団体を
支援します。

2 交流事業
【主な事業】
〇長久保赤水関係資料修理事業
　（620万円）
　国の重要文化財に指定された長久保
赤水の関係資料を後世に守り伝えていく
ため、損傷が激しい地図や絵図類を修理します。

〇高萩アウトドアフィールド事業（395万円）
　アウトドアのまちとして市内外から認知されるフィールドを構築するた
め、アドバイザーを設置するとともにシンポジウムを開催します。

3 支援事業
【主な事業】
〇地域公共交通関連の事業
　効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの構
築を図ります。
■高齢者公共交通利用促進事業（227万円）
　65歳以上の人を対象に、市内路線バス運賃の
半額を助成します。

■通学用バス定期券割引支援事業（50万円）
　市外へ通学する高校生や大学生を対象に、バ
ス定期券の２割を助成します。

■デマンド型乗合タクシー運行負担金
　（950万円）
■路線バスの運行維持補助金（2,850万円）
■ダイナミックルーティングシステム導入
　支援事業（1,100万円）
　ＡＩ（人工知能）により路
線バスの最適な運行ルートや
時間を分析し、利用しやす
い環境が提供できるシステム
の実証実験に取り組みます。

土木費 12億6,661万円 10.3%
道路・公園の整備費や公営住宅の
維持管理などの費用

衛生費 12億2,270万円 10.0%
健診や予防接種、ごみ処理などの費用

総務費 12億1,449万円 9.9%
人件費や情報化推進など市運営全般の費用

教育費 11億9,783万円 9.8%
小・中学校、幼稚園の管理や、
生涯学習・文化スポーツ振興などの費用
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「市民が主役の市政、

　　元気で活力あるまち」の実現

重点事業 ３つの政策の柱による取り組み

公債費 14億3,483万円 11.7%
国や金融機関からの借入金（市債）返済の費用

市税
37億6,068万円 30.7%
市民税や固定資産税など

繰入金 3億9,710万円 3.2%
基金の取り崩し

使用料・手数料 2億7,939万円 2.3%
公共施設使用料や証明交付手数料

諸収入 2億7,273万円 2.2%
貸付金の元利収入など

繰越金 2億円 1.6%
前年度からの繰越金

分担金・負担金 4,814万円 0.4%
保育料など

財産収入など 2,426万円 0.2%
市有地貸付金など

地方交付税 28億1,817万円 23.0%
市町村が等しく行政サービスを提供できるよう
一定の基準で国から交付されるもの

国庫支出金 18億3,311万円 14.9%
国からの補助金など

市債 9億2,500万円 7.5%
建設事業などを行うための国や金融機関からの借入金

地方譲与税、交付金 8億9,643万円 7.3%
国が徴収した税金などからの分配金など

県支出金 8億1,699万円 6.7%
県からの補助金など

消防費 7億3,024万円 6.0%
消防・救急活動、防災対策などの費用

農林水産業費 3億8,575万円 3.1%
農業林業振興などの費用

商工費 1億7,518万円 1.4%
商工業・観光振興などの費用

議会費 1億6,454万円 1.3%
議会運営のための費用

災害復旧費 2,260万円 0.2%
災害に伴う施設復旧などの費用

予備費 3,000万円 0.2%

民生費
44億2,723万円
36.1%
高齢者、障害者、児童の
福祉などの費用
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歳
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歳
入

予算
総額

一般会計 122億7,200万円
（前年度比　4億7,100万円減　3.7％減）

市の基礎的な行政サービスを行う
ための会計。市税や地方交付税など
を主な財源とし、市の会計の中心と
なるものです。

※金額などは、表示単位未満を四捨五入しています。

平成26年4月からの消費税増税に係る地方消費税交付金の3億4,951万円は、福祉、保険、医療などの社会保障事業費に充てられています。
また、都市計画税の2億8,220万円は、都市計画道路、下水道事業、公園整備などの都市計画事業費に充てられています（詳しくは、市ホームページをご覧ください）。

歳出の性質別内訳
区  分 金  額（構成比） 主な支出内容

人件費

扶助費

公債費

投資的経費

27億8,567万円（22.7%）

26億   596万円（21.2%）

14億3,483万円（11.7%）

  7億6,360万円（  6.2%）

職員の給料や手当

生活保護費や児童手当などの社会保障費

市債（借金）の元利償還金

道路・公共施設の建設事業費

区  分 金  額（構成比） 主な支出内容

物件費

補助費など

繰出金

その他

20億8,863万円（17.0%）

  7億2,896万円（  5.9%）

15億1,438万円（12.4%）

  3億4,997万円（  2.9%）

光熱水費、消耗品、備品、委託料

個人や団体に対する助成金や負担金

特別会計に対して支出するお金

特別会計 59億7,040万円（0.9％減）
特定の事業を行うため、特定の収入・支出をもって行う会計。一般会計
とは経理を別にしており、市では４つの特別会計を設けています。

国民健康保険事業特別会計
国民健康保険制度の運営に
関する会計

27億100万円
（前年度比4.8％減）

保険医療課
☎23-2117

介護保険事業特別会計
・保険事業勘定

介護保険制度の運営に
関する会計

・介護サービス事業勘定
予防給付のサービス計画作成
に関する会計

28億2,510万円
（前年度比0.8％増）

高齢福祉課
☎22-0080

後期高齢者医療事業特別会計
後期高齢者医療制度の運営に
関する会計

4億3,700万円
（前年度比17.2％増）

保険医療課
☎23-2117

企業会計 13億1,691万円（3.9％増）
事業の収益によって運営経費を賄う会計。地方公共団体が経営する企
業は地方公営企業とされ、市では２つの企業会計を設けています。

水道事業
一般家庭などに水道水を
供給するための事業

10億8,298万円
（前年度比8.7％増）

水道課
☎22-3642

工業用水道事業
事業所に工業用水を
供給するための事業

2億3,393万円
（前年度比13.7％減）

水道課
☎22-3642

霊園事業特別会計
・秋山菖蒲霊園事業勘定

秋山菖蒲霊園を管理する会計
・高萩霊園事業勘定

高萩霊園を管理する会計

730万円
（前年度比14.1％減）

環境衛生課
☎23-7031

令
和
３
年
度

当
初
予
算■問合せ　財政課　☎23-2113

1 誘致事業
【主な事業】
〇観光プロモーション事業（258万円）
　ＳＮＳを活用した情報発信や観光資源の魅力創出など、積極的な
観光プロモーション活動を展開します。

〇フィルムコミッション推進事業
　（150万円）
　映画撮影などの誘致ほか、地域経済
の活性化を目的に撮影支援を行う団体を
支援します。

2 交流事業
【主な事業】
〇長久保赤水関係資料修理事業
　（620万円）
　国の重要文化財に指定された長久保
赤水の関係資料を後世に守り伝えていく
ため、損傷が激しい地図や絵図類を修理します。

〇高萩アウトドアフィールド事業（395万円）
　アウトドアのまちとして市内外から認知されるフィールドを構築するた
め、アドバイザーを設置するとともにシンポジウムを開催します。

3 支援事業
【主な事業】
〇地域公共交通関連の事業
　効率的で利便性の高い公共交通ネットワークの構
築を図ります。
■高齢者公共交通利用促進事業（227万円）
　65歳以上の人を対象に、市内路線バス運賃の
半額を助成します。

■通学用バス定期券割引支援事業（50万円）
　市外へ通学する高校生や大学生を対象に、バ
ス定期券の２割を助成します。

■デマンド型乗合タクシー運行負担金
　（950万円）
■路線バスの運行維持補助金（2,850万円）
■ダイナミックルーティングシステム導入
　支援事業（1,100万円）
　ＡＩ（人工知能）により路
線バスの最適な運行ルートや
時間を分析し、利用しやす
い環境が提供できるシステム
の実証実験に取り組みます。

土木費 12億6,661万円 10.3%
道路・公園の整備費や公営住宅の
維持管理などの費用

衛生費 12億2,270万円 10.0%
健診や予防接種、ごみ処理などの費用

総務費 12億1,449万円 9.9%
人件費や情報化推進など市運営全般の費用

教育費 11億9,783万円 9.8%
小・中学校、幼稚園の管理や、
生涯学習・文化スポーツ振興などの費用
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【主な事業】
〇高齢者運転免許自主返納支援事業
　（205万円）
　65歳以上の人が自主的に全ての運転免許を返
納した場合にタクシー回数券を交付し、運転に不
安を感じている高齢者の自主的な運転免許返納
を支援します。

〇高齢者生きがい対策事業（1,089万円）
　高齢者を敬愛する意識の啓発ほか、高齢者の
生きがいづくりや社会参加の増進を図ります。
〇妊産婦・子ども医療費助成事業
　（1,844万円）
　中学生から高校生相当の外来分ほか、小児入
院自己負担分や妊産婦の県補助対象外疾病分
の医療費を市単独に助成します。
〇産前・産後サポート事業（47万円）
　妊娠や出産、子育てに悩む妊産婦を助産師な
どの専門家が支援します。

〇子育て世代包括支援センター事業
　（295万円）
　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援
を行います。
〇つどいの広場運営事業（872万円）
　子育て中の親子が気軽に集い交流できて、育
児相談なども行える「萩っ子つどいの広場」を開
催します。
〇地域医療対策事業（1億4,695万円）
　市内の産科、救急医療体制の維持ほか、常
勤医師の確保に取り組みます。
〇新型コロナウイルスワクチン接種事業
　（9,789万円）
　ワクチン接種を行います。
　（詳しくは、６ページをご覧ください。）

保健・医療・福祉　－健やかに笑顔で暮らしを支え合うまち－政策１

【主な事業】
〇情報モラル教育事業（95万円）
　小中学校の全児童生徒が、情報モラルに関す
る正しい知識や判断力などを身に付けるために必
要な学習の充実を図ります。
〇学校運営協議会事業（74万円）
　学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域
と一体となって特色ある学校づくりを進めます。
〇子育て応援給食費支援事業（1,069万円）
　学校給食費について、市内小中学校に在学す
る第２子は半額、第３子以降は全額補助すること
で子育て世代を支援します。

〇ヤング・アメリカンズ派遣事業（21万円）
　小学校での英語教育導入に伴い、小学５・６
年生をヤング・アメリカンズに派遣し、英語への興
味・関心や英語でのコミュニケーション能力などの
育成を図ります。

〇青少年対策事業（464万円）
　青少年の健全育成のため、社会体験活動など
の場を提供し、青少年教育の振興を図ります。
〇飯能市スポーツ少年団交流事業（45万円）
　本市と飯能市スポーツ少年団の小学生が、ス
ポーツを通じて両市の歴史や文化に触れながら
友好を深めます。
〇ウエイトリフティング大会支援事業
　（80万円）
　スポーツに関する意識の醸成とまちの活性化を
図るため、全国規模のウエイトリフティング大会を
誘致します。
〇穂積家住宅修理事業（494万円）
　経年劣化が見られる県指定文化財「穂積家住
宅」の茅葺屋根を修理するための実施設計を行
います。

教育・文化　－未来を切り拓く地域人（萩っ子）が育つまち－政策２

【主な事業】
〇再生可能エネルギー導入検討事業
　（550万円）
　公共施設への再生可能エネルギー導入の可
能性を調査します。
〇木造住宅耐震化促進補助金（100万円）
　旧耐震基準の木造住宅に対し、耐震改修や
建て替えの工事費用の一部を助成します。

〇救急自動車購入事業
　（4,196万円）
　高度救急救命体制の維持と市民
のみなさんの安心・安全を高めるた
め、救急自動車を更新します。
〇災害対策事業（1,850万円）
　防災行政無線や河川監視カメラシ
ステムの維持管理、災害対策用備蓄品の購入などにより、
災害に備えます。

生活環境　－地域資源と暮らしが融合し継承されるまち－政策４

【主な事業】
〇中心市街地活性化推進事業（77万円）
　先進事例やアドバイザー講師による勉強会で中心市
街地の活性化策について検討します。
〇地域公共交通計画策定事業（725万円）
　公共交通網形成に係る新たな計画を策定します。

〇市道舗装改良事業
　（1億1,990万円）
　道路拡幅や道路舗装工事を実施し、安全・安心
な道路を整備します。
〇公園維持管理事業（3,347万円）
　安全・安心で快適な公園環境を維持します。
〇街路整備事業（2億6,911万円）
　都市計画道路３・４・１号安良川下手綱線の整備
のため、用地取得などを行います。

社会基盤　－風土を継承する強靭で柔軟な社会基盤づくり－政策５

【主な事業】
〇高萩住マイル支援補助金（950万円）
　市内に住宅を取得する若年世帯や子育て世帯の経
済的負担の軽減や移住・定住の促進を図るため、住
宅取得などに要した費用の一部を支援します。
〇高萩まちづくり推進事業（210万円）
　市民主役のまちづくりを推進するため、市民活動団
体などが主体で企画・実施する事業を支援します。

〇地域おこし協力隊事業
　（2,080万円）
　地域外の人材を活用し、地域資源の発掘・発信
や移住・定住の促進など、活力ある地域づくりを支援
します。
〇奨学金返還支援補助金（620万円）
　本市への定住・移住を推進するため、就職などで
本市に転入した新規学卒者を対象に奨学金の返還を
支援します。

地域経営　－共に生き、共に創り上げる持続可能なまち－政策６

ス

【主な事業】
〇水田農業対策事業（2,425万円）
　新規需要米などへの転作の推進や担い手の確保・
育成に取り組みます。
〇農業振興事業（579万円）
　新規就農や定着支援など、農業の振興を図ります。
〇多面的機能共同活動支援事業（840万円）
　就農者と地域住民が共同で行う農地や農業用施設
の保全管理活動を支援します。

〇森林経営管理事業
　（4,272万円）
　森林の適正管理と林業経営の効率化を促進します。
〇林道小山線改良事業（3,890万円）
　林道小山線の輸送力向上と安全確保を図ります。
〇創業支援事業（80万円）
　多様な産業の振興と雇用の創出による地域活性化
を目的に、創業希望者の事業実現を支援します。

経済・産業　－地域力が経済活動を誘発する魅力あるまち－政策３

第１子 第２子 第３子

半額
助成

全額
助成
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【主な事業】
〇高齢者運転免許自主返納支援事業
　（205万円）
　65歳以上の人が自主的に全ての運転免許を返
納した場合にタクシー回数券を交付し、運転に不
安を感じている高齢者の自主的な運転免許返納
を支援します。

〇高齢者生きがい対策事業（1,089万円）
　高齢者を敬愛する意識の啓発ほか、高齢者の
生きがいづくりや社会参加の増進を図ります。
〇妊産婦・子ども医療費助成事業
　（1,844万円）
　中学生から高校生相当の外来分ほか、小児入
院自己負担分や妊産婦の県補助対象外疾病分
の医療費を市単独に助成します。
〇産前・産後サポート事業（47万円）
　妊娠や出産、子育てに悩む妊産婦を助産師な
どの専門家が支援します。

〇子育て世代包括支援センター事業
　（295万円）
　妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援
を行います。
〇つどいの広場運営事業（872万円）
　子育て中の親子が気軽に集い交流できて、育
児相談なども行える「萩っ子つどいの広場」を開
催します。
〇地域医療対策事業（1億4,695万円）
　市内の産科、救急医療体制の維持ほか、常
勤医師の確保に取り組みます。
〇新型コロナウイルスワクチン接種事業
　（9,789万円）
　ワクチン接種を行います。
　（詳しくは、６ページをご覧ください。）

保健・医療・福祉　－健やかに笑顔で暮らしを支え合うまち－政策１

【主な事業】
〇情報モラル教育事業（95万円）
　小中学校の全児童生徒が、情報モラルに関す
る正しい知識や判断力などを身に付けるために必
要な学習の充実を図ります。
〇学校運営協議会事業（74万円）
　学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域
と一体となって特色ある学校づくりを進めます。
〇子育て応援給食費支援事業（1,069万円）
　学校給食費について、市内小中学校に在学す
る第２子は半額、第３子以降は全額補助すること
で子育て世代を支援します。

〇ヤング・アメリカンズ派遣事業（21万円）
　小学校での英語教育導入に伴い、小学５・６
年生をヤング・アメリカンズに派遣し、英語への興
味・関心や英語でのコミュニケーション能力などの
育成を図ります。

〇青少年対策事業（464万円）
　青少年の健全育成のため、社会体験活動など
の場を提供し、青少年教育の振興を図ります。
〇飯能市スポーツ少年団交流事業（45万円）
　本市と飯能市スポーツ少年団の小学生が、ス
ポーツを通じて両市の歴史や文化に触れながら
友好を深めます。
〇ウエイトリフティング大会支援事業
　（80万円）
　スポーツに関する意識の醸成とまちの活性化を
図るため、全国規模のウエイトリフティング大会を
誘致します。
〇穂積家住宅修理事業（494万円）
　経年劣化が見られる県指定文化財「穂積家住
宅」の茅葺屋根を修理するための実施設計を行
います。

教育・文化　－未来を切り拓く地域人（萩っ子）が育つまち－政策２

【主な事業】
〇再生可能エネルギー導入検討事業
　（550万円）
　公共施設への再生可能エネルギー導入の可
能性を調査します。

〇木造住宅耐震化促進補助金（100万円）
　旧耐震基準の木造住宅に対し、耐震改修や
建て替えの工事費用の一部を助成します。

〇救急自動車購入事業
　（4,196万円）
　高度救急救命体制の維持と市民
のみなさんの安心・安全を高めるた
め、救急自動車を更新します。
〇災害対策事業（1,850万円）
　防災行政無線や河川監視カメラシ
ステムの維持管理、災害対策用備蓄品の購入などにより、
災害に備えます。

生活環境　－地域資源と暮らしが融合し継承されるまち－政策４

【主な事業】
〇中心市街地活性化推進事業（77万円）
　先進事例やアドバイザー講師による勉強会で中心市
街地の活性化策について検討します。

〇地域公共交通計画策定事業（725万円）
　公共交通網形成に係る新たな計画を策定します。

〇市道舗装改良事業
　（1億1,990万円）
　道路拡幅や道路舗装工事を実施し、安全・安心
な道路を整備します。
〇公園維持管理事業（3,347万円）
　安全・安心で快適な公園環境を維持します。
〇街路整備事業（2億6,911万円）
　都市計画道路３・４・１号安良川下手綱線の整備
のため、用地取得などを行います。

社会基盤　－風土を継承する強靭で柔軟な社会基盤づくり－政策５

【主な事業】
〇高萩住マイル支援補助金（950万円）
　市内に住宅を取得する若年世帯や子育て世帯の経
済的負担の軽減や移住・定住の促進を図るため、住
宅取得などに要した費用の一部を支援します。

〇高萩まちづくり推進事業（210万円）
　市民主役のまちづくりを推進するため、市民活動団
体などが主体で企画・実施する事業を支援します。

〇地域おこし協力隊事業
　（2,080万円）
　地域外の人材を活用し、地域資源の発掘・発信
や移住・定住の促進など、活力ある地域づくりを支援
します。
〇奨学金返還支援補助金（620万円）
　本市への定住・移住を推進するため、就職などで
本市に転入した新規学卒者を対象に奨学金の返還を
支援します。

地域経営　－共に生き、共に創り上げる持続可能なまち－政策６

ス

【主な事業】
〇水田農業対策事業（2,425万円）
　新規需要米などへの転作の推進や担い手の確保・
育成に取り組みます。

〇農業振興事業（579万円）
　新規就農や定着支援など、農業の振興を図ります。

〇多面的機能共同活動支援事業（840万円）
　就農者と地域住民が共同で行う農地や農業用施設
の保全管理活動を支援します。

〇森林経営管理事業
　（4,272万円）
　森林の適正管理と林業経営の効率化を促進します。
〇林道小山線改良事業（3,890万円）
　林道小山線の輸送力向上と安全確保を図ります。
〇創業支援事業（80万円）
　多様な産業の振興と雇用の創出による地域活性化
を目的に、創業希望者の事業実現を支援します。

経済・産業　－地域力が経済活動を誘発する魅力あるまち－政策３

第１子 第２子 第３子

半額
助成

全額
助成
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